
ホンジュラス定期報告（２０２６年３月） 

２０２６年４月 

在ホンジュラス日本国大使館 

＜概要＞ 

⚫ 与党国民党と自由党は、昨年の総選挙における選挙妨害などを理由に前政権寄りのセラーヤ検事総

長を弾劾の上、罷免した。また、ラケル最高裁長官は弾劾・罷免を避けるため長官職辞任を表明し

た。 

⚫ 米国フロリダ州で「米州の盾サミット」が開催され、アスフラ大統領を含む中南米１３か国の首脳

会合が出席した。また、同行したアグエロ外相はランドー米国務次官補と意見交換を行った。 

⚫ ホンジュラス政府はイランによる湾岸諸国への攻撃を強く非難する声明を出した。政府は、被害を

受けた国々の政府と国民に連帯の意を表し、ホンジュラスも共同提案国である国連決議２８１７号

を支持する立場を再確認した。 

 

＜本文＞ 

１ 内政・経済 

（１）検事総長罷免と最高裁長官の辞任 

 ３月２５日、国会でセラーヤ（Johel Zelaya）検事総長への聴聞会が行われ、同日、国会で採決が取

られた結果、同検事総長の罷免を可決した。後任人事の採決も同時になされレジェス（Pablo Reyes）新

検事総長が承認された。また、ラケル（Rebeca Raquel）最高裁長官の長官職辞任表明を受けて国会はこ

れを承認した。後任としてバジェシージョ（ Wagner Vallecillo）判事を新長官として承認した。 

 

（２）国会による外務省への中国の自由貿易協定の現状について説明を求める超党派決議採決 

 ３月１７日、国民党、自由党、ＰＩＮＵ、リブレ党議員ら３５人は、外務・国際協力省に対して、中

国とのＦＴＡ交渉の状況について説明するよう求める超党派動議を提出し、可決された。この動議は、

中国と国交樹立後の対中関係の進展、停滞するＦＴＡ交渉の状況に関する国会への説明がないとする議

員らによるもの。 

 

２ 外交 

（１）ＥＵ選挙監視団による最終報告書の提出 

３月３日、ＥＵ選挙監視団(ＥＵ-ＭＯＥ)は大統領府にてアスフラ大統領に対し、１１月３０日に行

われた総選挙に関する最終報告書を提出した。同報告書には、ホンジュラスの民主主義の強化と将来の

選挙プロセスを改善するための技術的見解及び勧告が含まれている。 

 

 

 

 



（２）ホンジュラス船籍を用いた違法活動 

２月２７日にフォルニエ（Gonzalo Fournier）当地ＥＵ大使がテレビ番組でホンジュラス船籍を用い

たロシアによる違法活動について言及したことについて、３月４日国内主要紙はカスラ商船局局長が

「過去にＥＵによる制裁対象となった船舶は存在した」と認めたことを報じた。これは２０２４年のこ

とであるが、ホンジュラス船籍として登録時には、これら船舶がいかなる制裁の対象にもなっておらず、

海洋環境の汚染防止に関する全ての証明書を備えていたこと、船舶の所有権やリスク分析が実施された

と弁解した。その後（ＥＵからの指摘を受けて）船籍を取り消されている。 

 

（３）米フロリダでの米州対カルテル会合へのホンジュラス国防大臣の出席 

３月６日、ホンジュラス国防省は公式ＳＮＳで、ロドリゲス国防大臣が、米国フロリダ州で開催され

た米州対カルテル会合に出席したと発信した。その中で、今次会合は同盟国間の協調を強化し、インテ

リジェンス、オペレーション、サイバーセキュリティにおける新たな協力の機会であると強調している。 

 

（４）米州の盾首脳会合へのホンジュラス大統領出席 

３月７日、米国フロリダ州で「米州の盾サミット」が行われ、アスフラ大統領を含む中南米１３か国

の首脳会合が行われた。ホンジュラス外務省は公式ＳＮＳで「組織犯罪に対する共同行動を促進し、大

陸諸国間の戦略的結びつきを強化するイニシアティブである「米州の盾」首脳会合に参加することによ

り、地域の安全保障と西半球における協力へのコミットメントを再確認する」と発信した。また、アグ

エロ外相は、米州の盾首脳会合の枠組みで、ランドー米国務次官補と意見交換を行ったことを明らかに

した。 

 

（５）イラン問題に関するホンジュラス政府の立場：安保理決議２８１７支持の再確認 

 ３月１５日、ホンジュラス政府は声明を出し、国際平和と安全保障に対する重大な脅威であるとして、

イランによる湾岸諸国への攻撃を強く非難した。政府は今回の公式声明を通じて、被害を受けた国々の

政府と国民に連帯の意を表し、ホンジュラスも共同提案国である国連決議２８１７号を支持する立場を

再確認した。 

 

（６）ノーム国土安全保障長官の訪問 

 ３月２２日、ノーム（Kristi Noem）国土安全保障長官が、米州の盾特使としてホンジュラスを来訪

し、アスフラ大統領らと会談した。同会談では、「米州の盾」という枠組み内での多国間協力強化に重点

を置いた二国間および地域議題の優先課題について話し合われた。 

 

 

 

 

 



＜主要経済指標＞ 

◇主要経済指標 
2024年 2025年 

 １０月 １１月 １２月 

インフレ率 （前年同月比） 3.9 4.85 5.09 4.98 

貿易収支（百万ドル） ▲6,671.4 ― ― ― 

輸出（百万ドル） 11,082.5 ― ― ― 

輸入（百万ドル） 17,753.9 ― ― ― 

外貨準備高 （百万ドル） 8,049.0 9,739.8 9,703.3 10,219.1 

外国からの送金 （百万ドル） 9,510.2 ― ― ― 

為替レート（対ドル月平均） 25.42 26.34 26.41 26.48 

（出典：ホンジュラス中央銀行）  

（了） 


